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カキ 富 有 の 栽培条件と貯蔵性の関係
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富有の貯蔵は従来から多重に行われているが、Hrl化に

よる0ス を無 くす事が課題である。大谷石採掘弥地での

貯蔵試験の結果いでは、 “へたすき'等 の果実条件によ

り席蔵性が左右されている可能性があると指摘された。

とくに、がく片をめくると、へた座の周囲の問隙が確認

できる、通常の “へたすさ
"よ

り程度の軽いもの (以下、

コ
同心円状へたすき

"と
呼ぶ)の 影響が考えられた。

そこで、場内で “へたすき
'か

発生しやすいと思われ

る条件や、措度、着色の低下につながる道光処理と時蔵

社の関係を調査し、産地にないては同地条件と時蔵性の

関係を調査した。

施月B量 土 壌水分 速 光と貯蔵性

い断年に当場の、施肥ユに差を設けた処理 (年FH3室素

成分で20崎と10婚)を 過去 7年間桟けている19年生富有

を用い、夏期の上標水分の多、少の処理を組み合わせ、

第 1表 のような区を設けた。上壊水分多区は8月 13日か

ら9月 20日まで。F20以 下になるように鴻水 し、同、

少区は7月 25日から9月 20日までピユールツートで根域

を覆い、pF 17か ら28の 間を,と移した。

11月18日に'R種 したL級 具実をプラスチック複合フィ

ルム (OPP12/EVA35)で 個装し、30果ずつダンポー

ル箱に詰め、o℃ 、5で で時蔵した。

その結果、貯蔵中の弘化に対し、夏切の上壌水分およ

び髄肥量の彰響は明ちかでなかった。また、■壊水分が

多いと Ⅲ
同心円状へたすき が 多いll向で、時蔵中の欽

化果実は健全果と比ぺ “
同′じヽ円状へたすき め や`や多い

傾Fgであつた (第 1表 )。

1988年に、前出の宮百を用い、■棲水分の多少、避光

を組み合わせた処理をした。上壕水分多には8月上旬か

ら11月上旬までpF 15以 下になるよう渡水 した。同、

少区は同期間、ビニールシー トで根域を覆ったが、pF

10か ら22の間を推移し、十分には水分を抑えられなかっ

た。進光処理はrH期間中、樹冠を黒寒冷秒で覆い40%の

避光をした。

11月19日に収穫 したL級 果えを前出のフィルムで個装

し、約40果すつダンポール箱に話め、5℃で貯蔵した。

その結果、時蔵中のHI化の早い区が、夕肥区、少lB区

とも遮光の区の中でみられた (第 1図).全 般にlHF光で

措度、硬資、果この低下と果実水分がやや多い傾向がみ

られ、村上兵実の へ たすき・発生程度は、多肥区で強

く、とくに道光処理で強かった (第2表 )。

同心円状へたすき'と
取化の関係は、 W年 にが く

片を14去し
“
同心円状へたすき

'の
有無に区分し5℃ で

席蔵したところ明らかな傾向はなかったが、 SS年 の上

記処理果の貯蔵 1か月後の軟化は ・へたすき
｀

程度が大

きいほど多い傾向で、出直7日後の軟化は 同 夕心円状ヘ

たすき
"の

具実で多発した。

産地における国地条件と貯蔵性

1980年、1990年に西吉野村の宮有国6国 を■試 した。

11月中旬にL級 果実を前出のラィルムで個装 し、各国40

果前後をダンf― ル箱に詰め、oでで貯蔵した。

貯満とか劣るのは1と向き斜面の谷状の条件であり、優

れるのは受光条件が良く、標高が400m程度の条件であっ

た (第3表)。

通常の よへたすと"と '同心円状へたすき の 発生程

度の間に関係はなかった。通常の “へたすさ
)発

生が多

い国地は時蔵tFが劣ったが、
ヤ
同心門状へたすき

"と
貯

蔵性の間には一定の傾向はみられなかった。
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以上から、貯蔵性のよい冥実を生産するための栽培条   肥 を避けることが考えられる。なお、
“
同,ふ円状へたす

件としては、描度か高くなり、古r4が順調に進み、 へ    き
"は

その程度事により所f蔵性への影誓が微けに異なる
たすき'か

発`生 しにくいように、受光が良好なこと、多   と 考えられる。

第 1表 栽 培条件と軟化および 同 夕じヽ円状へたすきⅢの関係 (1987年)
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Table 2  Relationship b。 |、v eo● fruit qH。 lit) calyx soparatioll and culiivate condition(1988)

一而稚巻―箭 名五寄 吼F果 諮分
通丼   同 夕心円状

Ⅲへだすき果実言J合(%う
~~~
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※ 節上の果実を調査。果色は赤道部カラーチ十~卜 。

第 3表  0℃ 時蔵での果貨軟化の推移および Ⅲへたすき
"発

生程度 (1●89年、1990年)
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(注)Nd l、 ヽ 2は 谷状の国地


